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目的 :サ イ トカインの一種である腫瘍壊死因子
(tumor necrosis factor α:TNFと 略)は 主に活性化
されたマクロファージから産生されて抗腫瘍作用を示
す1)のみでなく,悪液質を引き起こす cachectinと同じ

物質である2)と報告 され注 目されているが,担 癌患者
における内因性 TNFを 預J定した報告は少ない.今 回
著者 らは消化器癌患者における内因性 TNFを 演J定
し,腫 瘍の発生臓器別および切除可能例と非切除例の
血清 TNF値 と陽性率につき検討した。

材料 と方法 :1991年 1月 から8月 までの間に神戸大

学第 1外 科および関連施設に初回入院 した食道癌 2

例,胃癌48例,膵癌 3例 ,大腸癌29例を対象とした。各患

者か ら得 られた血清を凍結保存 して測定に用 いた,
TNFは 高感度の ELISA法 (大塚 アッセイキット)に
て測定 し,測 定下限値の6.8pg/ml以上を陽性 とした。

結果 :TNF陽 性例は食道癌 2例 中 1例 (50%), 胃

癌48例中17例 (35.4%),際 癌 3例 中 3例 (100%),大

腸癌29例中 7例 (24.1%)であった。またこれを切除可

能であった切除例 と切除不能であった非切除例 とに分

けて検討した結果では,食 道癌の陽性例は切除例の 1

例,胃癌での陽性例は切除例で41例中13例(31.7%),非

切除例の 7例 中 4例 (57.1%)で あった。結腸癌の陽

性例は切除例10例中の 2例 であ り,直 腸癌での陽性例
は切除13例中 3例 (23.1%),非 切除 5例 中の 2例

(40.0%)であった。また陣癌での陽性例は切除 2例 と

非切除の 1例全例が陽性であった。そして測定 した全

症例でみると非切除例15例中 7例 (46.7%),切 除例67

例では21例 (31.3%)で あったが,各 疾患の間および

切除例 と非切除例の間の陽性率には有意の差はなかっ

た。また各症例における測定値は,切 除あるいは非切

除に係わらず高値を示す症例が存在 し,切 除不能の症

例が高値を示す傾向はみられなかった (ng.1).

考察 :近年悪性腫瘍患者の血清中 TNF値 を測定 し

た報告りが散見されるが,消 化器癌患者において TNF

を測定して各臓器癌や切除と非切除例 との関係を検討
した報告はみられない。今回のわれわれの検討では,

各臓器癌における血清中 TNFの 陽性率に関 しては推
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Fig. I Serum TNF levels in each patient
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計学的な有意差はなく臓器特異性は認め られなかっ
た。しかしながら血清中TNFの 値が高値を示す症例が

少なからずみられたことは,腫 瘍に対する宿主反応性
に個体差のあることを示していると推定され,今 後サ
イ トカイン産生能の異なる症例の代謝的変化や遠隔成
績を検討することにより,消 化器癌患者の病態把握や
予後因子の新しい指標になる可能性があると思われる.
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